
WS-1｜障害特性の理解とプランニングⅠ（演習①） 

 

時間 活動 サービス手順 

9:30-10:00 

 

来所 

 

【スケジュール１：朝の準備】 

１．静養室（スケジュール確認） 

 

→２．静養室（作業着へ着替え） 

 

 

→３． 

 

→４． 

 

→５． 

 

→６． 

 

→７． 

 

 

→作業室へ移動 

 

【連絡事項】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



WS-2｜障害特性の理解とプランニングⅠ（演習②） 

 

 

  

  

 最初の４ヶ月間は、作業工程（方法や場所）を正確に理解できていなかった（現在も正確に工程
を理解できていない）。 

 指示をしたり注意をしたりすると、大きな声を出したり、掴みかかってきたりすることがある。 
 作業が終われないことがある。 
 （作業が終われず）疲れて、大きな声を出したり、部屋から飛び出すことがある。 

生じている問題、生じうるリスクを具体的に記載 

①背景の障害特性を推測｜氷山モデル ②障害特性を「強み」の表現に変換 

③他の場面から「強み」のリスト追加 ④「強み」を活かした新たな環境 



WS-3｜記録に基づく支援の評価（演習①） 

 

必要だと思う情報、集めたい情報をリストにしてみましょう。 

 



WS-4｜記録に基づく支援の評価（演習②） 

 



WS-5｜障害特性の理解とプランニングⅡ（演習①） 

 

 

  

  

 目的地より手前のバス停で降車ボタンを押し、実際にそのバス停で降りてしまう。 

 小さな子どもが乗ってきたときに、声に反応して押す・声をあげる等の行動が出るおそれがある。 

生じている問題、生じうるリスクを具体的に記載 

①背景の障害特性を推測｜氷山モデル ②障害特性を「強み」の表現に変換 

③他の場面から「強み」のリスト追加 ④「強み」を活かした新たな環境 



WS-6｜障害特性の理解とプランニングⅡ（演習②） 

 

時間 活動 サービス手順 

14:05 

 

乗車 

 

【スケジュール３：バス乗車】 

 

 

【連絡事項】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


